
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラーク室 

 

２０２3．3 月 

医療法人伯鳳会 

大阪中央病院 

手術室特集   

「くせが強い」術者たちをコントロールする手術室 

       それをバックアップする中央材料室と ME室 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手術室の特徴 

2021 年 4 月よりペリオ外来（周術期管理外

来）が開設され、術前から患者様の情報を外

来･病棟・手術担当看護師が共有できるよう

になりました。 

 2021 年 1 月より開始となった Mako 手術件

数は、累計 366件（2022.12末）。また、2022

年 4月から肩関節手術が開始となり、2022年

12月までに、34件実施しています。 

ダヴィンチ手術は 2021年度 31件実施してい

ます。AIの活用やロボット支援手術など、医

療が発展していくなかで患者様に対して安

心して、そして安楽に手術を受けることがで

きるように手術室スタッフが協力して日々

の業務を進めています。 

 

その他に、整形外科で使用するロボット

“Mako（メイコー）”があり、こちらも当

院では設置しています。 

 

手術室の概要 

診療科：整形外科・外科・肛門外科・泌尿器科・婦人科・皮膚形成外科・眼科・麻酔科 

手術室：4室 

2021年度手術件数：2935件 

「手術の後の痛みが一番心配です！」

私たち麻酔科医におまかせください。私たちの技術で痛

みを失くします。 

というときに駆使するのが、「神経ブロック」です。 

神経ブロックは、手術をする部位の神経を局所麻酔薬で

ブロックして、手術の痛みを失くします。 

神経ブロックの方法は、超音波装置（エコー）でターゲ

ットとする神経を描出して、神経ブロック用の針を神経

の近くまで進め、確実に神経に局所麻酔薬が効くように

します。 

「手術の後、痛くありませんでした。」と患者様におっ

しゃっていただくことは、麻酔科医にとって最上の喜び

です。 

 

膝の人工関節ロボット手術で

の神経ブロック。これがあれ

ば、膝の手術も怖くない！ 

 

Operating room Anesthesiology 

Medical engineering 

Central supply room  

手術室 

中央材料室 

麻酔科 

ＭＥ室 

 



 

 

           

   

病院レポート 「虹」 

 2023 年 3 月発行  Vol.14 

編集・発行  

医療法人伯鳳会大阪中央病院 

広報委員会 

〒530-0001 大阪市北区梅田 3-3-30 

TEL 06-4795-5505（代表） 

FAX 06-4795-5544 

◆地域連携・入退院支援センター 

TEL 06-4795-5533（直通） 

FAX 06-4795-5535（専用） 

 

#青いハートがあふれる社会を 

病院ホームページ 

編集後記 

大阪中央病院の特色の一つが専門的な手術を数多く行っている事があげられます。多くの症例をこなす 

執刀医はこだわりを持つ「くせが強い」個性派集団です。これをうまくまとめるのが手術室です。 

今回は手術室とそれをサポートする中央材料室・ME室を特集しました。 

 

AMATチーム、 
当法人の救急災害医療チーム BLUE PHOENIX> 
の活動を一部ご報告させていただきます！ 

「ぼうさいこくたい 2022」 

「メディカルクリエーションふくしま 2022」に

て災害医療車「Medical ConneX」を展示させてい

ただき、数多くのご来場者様にご説明させていた

だきました。その中で励ましのお声などもいただ

き、今後より一層精進していきたいと思います！ 

「伯鳳会グループ大規模災害訓練」にて、ト

リアージポスト、災害医療車「Medical 

ConneX」を担当しました。訓練を通して、

学んだことが多く、今後に活かしたいと思

います！ 


